
暴れ狂った海　暴れ狂った海　岩手県大船渡市立綾里小学校岩手県大船渡市立綾里小学校

　　地震や津波に対する関心を深めると共に、規律を保ち
敏速確実に行動し、生命の安全を守ることを目的とし、さ
らに地域住民に啓発する態度を育てる。

　本校は、リアス式海岸で有名な岩手県大船渡市の北側に位置す
る漁業の町である。明治２９年と昭和８年の三陸大津波で壊滅的な
被害を受けた地区としても有名で、最大波高３８，２ｍを記録してい
る。

１、津波防災看板の設置（体育館横と三陸鉄道綾里駅前）

２、演劇「暴れ狂った海」の上演（実話と「津波の歌」）

３、津波の被害状況資料の全戸配布（６月と１２月の２回）

４、我が家の安全マップ作成（保護者と共に家庭で作成）

５、演劇の発表をＤＶＤ化し、子供達や防災関係者に配　
　　布活用。



津波防災看板と我が家の安全マップ津波防災看板と我が家の安全マップ

体育館横と駅前に立てた防災看板体育館横と駅前に立てた防災看板 個人毎に家庭で作成個人毎に家庭で作成



津波の劇　津波の劇　「本番と練習風景」「本番と練習風景」

昨年度は祖父の実話上演昨年度は祖父の実話上演
今年度は「津波の歌」を劇今年度は「津波の歌」を劇
の最後に披露の最後に披露

今年度は子供達の創作劇今年度は子供達の創作劇
実話をもとに脚本作成実話をもとに脚本作成



津波の被害状況資料　津波の被害状況資料　「全戸配布」「全戸配布」

地区毎の被害状況資料地区毎の被害状況資料
　　

三陸沿岸を襲った津波の歴史三陸沿岸を襲った津波の歴史
　　



演劇「暴れ狂った海」の主題歌演劇「暴れ狂った海」の主題歌
１　二人で買い物に　　行ったね　　お母さん

　　家族で一緒に　　　　楽しく　　　　遊んだね

　　でももう戻らない　　あの日は　　帰らない

　　みんな津波のせい　お母さん　　返して　

２　海へ魚釣りに　　　　行ったね　　お父さん

　　いろんな魚釣れ　　　うれしい　　思い出が

　　でももう戻らない　　あの日は　　帰らない

　　みんな津波のせい　お父さん　　返して

３　兄ちゃん姉ちゃん　　ありがと　　みんなだよ

　　思い出をいっぱい　　くれたね　　生きてるよ

　　強く生きてくよ　　　　これから　　一人でも

　　暴れ狂った海　暴れ狂った海　　何もかも　　返して

　　作詞　熊谷　勵　　作曲　今野百合香　編曲・伴奏　金　賢治



津波防災に取り組んでの成果と課題津波防災に取り組んでの成果と課題

１、子供達は演劇を通しながら、津波の恐ろしさや悲惨な生
活について理解し命の大切さを学ぶと共に、高台に避難す
ることや地域の方々に津波防災について発信することを学
んだ。
２、保護者や地域住民は、演劇や防災看板、津波資料など
の配布物を通して、風化した津波の恐ろしさを呼び戻すと共
に、防災意識が高揚した。
３、新聞、テレビ等のマスコミが報道したことによって、県内を
はじめ東北や関東の住民、アジアの大学関係者に防災意識
を啓発することができた。また、防災専門家の目に留まり、い
ろいろな出番が増えてきて注目されるようになった。
４、来年度は継続して演劇を披露して防災意識の高揚を図る
ことは決まったが、それ以降の防災教育のあり方をどのよう
にすれば効果的であるかが課題である。
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